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（昭和58年8月1日現在）

世帯数50，471世帯（前月比5世帯増）

人ロ159，567人（前月比124人増）

男79，528人

女80，039人

福
祉
の

ま
ち
へ

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
建
築
物
等
環
境
整
備
要
綱
」

が
施
行
さ
れ
て
、
一
年
半
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
要
綱
に
基

づ
い
て
、
市
が
「
標
示
板
」
を
交
付
し
た
市
内
の
民
間
事
業
所
は

六
ヵ
所
に
な
り
ま
し
た
。
障
害
者
と
健
常
者
と
が
、
「
共
に
育
ち
、

共
に
学
び
、
共
に
生
き
る
」
と
い
う
あ
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
る

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
地
域
で
も
福
祉
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

体
に
障
害
を
待
っ
た
人
び
と
は
も

ち
う
へ
す
べ
て
の
人
び
と
が
、

何
の
不
安
も
不
便
も
な
ぐ
、
安
全

で
快
適
な
牛
活
が
で
き
る
町
つ
く

り
牽
の
ざ
し
て
い
享
子
。

そ
こ
で
、
五
十
七
年
二
月
以
降
、

不
特
定
多
数
の
市
民
が
利
用
す
る

事
業
所
の
建
築
物
な
ど
の
修
繕
、

模
様
替
え
を
7
る
と
き
、
事
業
主

▲みんながんばれと真剣なひとみ（昨年の身体障害者スポーツ大会から）

に
、
こ
の
環
境
整
備
要
綱
の
基
本

理
念
に
蹟
つ
き
、
設
備
改
善
な
ど

の
実
施
協
力
夕
求
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
市
内
二
十
四
ヵ
所

の
民
間
事
業
所
と
協
議
を
重
ね
、

現
在
、
六
ヵ
所
に
要
綱
の
基
準
に

莞
じ
た
設
備
や
構
造
夕
痔
っ
た

事
業
所
と
し
て
、
「
標
示
板
」
を

交
付
し
ま
し
た
。

こ
の
六
ヵ
所
の
事
業
所
の
う
ち

金
融
機
関
は
、
出
入
口
の
ス
ロ
ー

プ
に
点
字
タ
イ
ル
タ
ほ
り
、
視
覚

障
害
を
持
つ
人
で
ゑ
剤
し
や
す

い
よ
夕
収
善
。

飲
食
店
は
、
出
入
口
の
ス
ロ
ー

プ
や
ト
イ
レ
の
補
助
掌
在
が
設

協
力
事
業
所
6
ヵ
所
に

け
β
れ
、
車
い
す
で
て
の
ま
ま
店

内
へ
。
ま
た
、
医
院
や
接
骨
院
で

は
出
入
口
を
ス
ロ
ー
プ
に
し
、
廊

下
や
ト
イ
レ
に
補
助
手
ｙ
ひ
か
設

け
る
な
ど
、
車
い
す
の
人
や
妊
婦

で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
ぷ
コ

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
要
綱
の
目
的
か
干
分
理

解
し
、
標
示
板
の
交
付
を
受
け
た

事
業
主
は
、
「
標
示
板
を
出
入
ロ

に
は
る
と
、
改
め
て
福
祉
の
町
つ

く
り
に
自
分
な
り
に
参
加
1
是

の
で
は
、
と
思
い
ま
ず
。
た
だ
、

ふ
礒
こ
の
設
備
蔵
利
用
者
の
立

場
で
ど
ラ
生
か
し
て
ゆ
く
の
か
考

え
さ
せ
ら
れ
李
Ｊ
と
、
話
さ
れ

て
い
卓
子
。

ま
た
、
障
害
者
の
一
人
は
、
「
最

近
は
、
道
路
も
少
し
ず
つ
良
く
な

り
、
一
人
で
車
い
す
で
外
出
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
、

食
事
忿
ず
る
に
も
ト
イ
レ
へ
行
ぐ

に
も
、
ス
ロ
ー
プ
や
補
助
手
Ｖ
＾
Ｓ
＾

な
戸
示
設
け
て
あ
る
所
へ
は
、
何

の
抵
抗
も
な
ぐ
行
け
柔
す
。
し
か

し
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。
今
後
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
理
解
と
協

力
で
、
こ
の
頼
れ
る
標
示
板
が
増

▲安全性を配慮した廊下（総合福祉会館）

▼
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
標
示
板1

1
1
1
1
ｔ
ｌ

え
て
い
っ
で
Ｉ
れ
た
ら
・
・
・
」
と
話

さ
れ
て
い
未
了
。

障
雲
路
つ
人
び
忌
1
め
た

す
べ
て
の
人
び
と
の
地
域
社
会
へ

の
平
等
参
加
は
、
ま
ず
安
心
し
て

街
へ
出
β
れ
る
こ
と
か
ら
で
す
。

「
福
祉
の
ま
ち
づ
ぐ
り
の
た
め

の
建
築
物
等
環
境
整
備
要
綱
」
は
、

こ
れ
ら
Ｉ
ハ
カ
所
の
民
間
事
業
所
に

続
い
て
、
今
後
も
身
近
な
地
域
社

会
の
改
善
に
ご
協
力
な
ど
、
呼
び

か
け
て
い
未
了
。

み
ん
な
で

福
祉
の
町
づ
く
り

健
常
者
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て

い
る
都
市
環
境
は
、
身
体
に
障

害
の
あ
る
人
、
老
人
、
幼
児
、

病
弱
者
に
と
っ
て
は
不
便
な
ば
か

ぴ
か
、
危
険
な
こ
と
さ
凡
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
日
常
生
活
や
社

標示板が交付された事業所（58年8月10日現在）

事業所名 所在地

南京都信用金庫
大久保支店

広野町茶屋裏2の4

南京都信用金庫
市役所前出張所

宇治下居13の3

㈱鮫子王将チェーン
大久保店

大久保町田原76の1、77の4

神谷産婦人科医院 宇治乙方9

すし処鴨与し 宇治宇文字2の55

布施接骨院 伊勢田町名木1丁目1の26

会
へ
の
参
加
が
い
ち
じ
る
し
く
制

限
さ
れ
て
い
未
了
。

市
で
は
、
五
十
四
年
二
月
、
庁

内
に
里
吊
福
祉
環
境
整
備
推
進

委
員
会
か
設
け
、
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
検
討
奪
乎
め
て

孝
ま
し
た
。
五
土
〈
年
か
ら
始
ま

っ
た
国
際
障
害
者
年
の
精
神
を
さ

ら
に
充
実
す
る
か
た
ち
で
、
五
十

七
年
に
は
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
建
築
物
等
環
境
整
備
要

綱
」
か
定
め
ま
し
た
。

ま
た
、
五
十
七
年
度
と
五
十
八

年
度
の
二
ヵ
年
、
国
か
ら
「
障
害

者
福
祉
都
市
」
の
指
定
を
尋
～
、

障
害
者
が
積
極
的
に
社
会
へ
参
加

で
き
る
た
め
の
条
件
整
備
や
諸
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
未
了
。

今
年
一
月
に
開
館
し
た
総
｛
福

祉
会
館
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ト

イ
レ
、
階
段
な
ど
に
点
字
ブ
ロ
ツ

公
藪
設
し
て
い
る
の
を
始
め
、

玄
関
と
各
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
に

は
、
モ
ニ
タ
ー
用
の
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
を
設
置
し
事
故
防
止
に
役
立
て

て
い
ま
ず
。
ま
た
、
六
月
に
完
成

し
た
新
庁
舎
に
は
、
三
階
に
あ
る

議
場
の
傍
聴
席
へ
車
い
す
で
直
行

で
き
る
ぷ
コ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
し
て
い
ま
ず
。
公
共
施
設
は
も

ち
ろ
ん
、
民
間
事
業
所
で
も
徐
々

に
整
備
が
行
わ
れ
て
い
豪
す
か
、

ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

福
祉
の
町
。
つ
く
り
は
、
行
政
と

市
民
と
が
一
体
と
な
っ
て
初
め
て

で
き
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
障
害
者
と
健
常
者
が

「
共
に
育
ち
、
共
に
学
び
、
共
に

生
き
る
」
町
つ
く
ぴ
夕
積
極
的
に

す
す
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
ず
。

そ
し
て
、
市
内
の
事
業
所
を
は

じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
で
大
声
Ｉ
育
て
て
い
き
た

’
い
と
考
え
て
い
毒
ｙ
。

227

広がる福祉の輪

宇
治
市
、
城
陽
市
、
久
御
山

あ
中
学
校
と
高
等
学
校
の
吹

薬
部
が
、
余
十
二
回
オ
ー
プ

／
エ
ア
コ
ン
サ
ー
ド
を
開
路
ま

ｊ
Ｏ
・
】

　
こ
の
コ
ヅ
サ
ー
ト
は
、
地
域

Ｊ
ｐ
衿
交
ｋ
一
妬
序
吟
交
Ｄ
茫
罷

一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
人
が
奏
で
る

野
外
コ
ン
サ
ー
ト

深
め
ご
蓉
侑
民
の
皆
さ
ん

灰
奏
楽
に
親
し
ん
で
い
た
だ

一
う
と
、
毎
年
夏
休
み
に
催
さ

一
て
い
康
ｙ
。

参
加
す
＆
の
は
十
九
校
で
、

等
学
校
五
校
を
中
心
に
五
ブ

ｙ
Ｚ
一
・
ｙ
！
ｔ
’
‐
Ｉ
』
4
ノ
Ｘ

■
ｍ
画
か
ら
運
営
、
発
表
ま
で
、
］

タ
ベ
て
牛
徒
が
中
心
に
な
っ
て
一
一

苔
組
ん
で
ぃ
未
了
。
。
一
一
一

　
演
奏
さ
れ
る
曲
名
丸
「
天
一
一

一
の
キ
″
ス
」
「
君
に
胸
キ
ュ

ー

ご
「
壁
系
け
る
少
女
」
や
‘

「
イ
ン
ザ
ム
ー
ド
」
を
ほ
じ
め
ヽ
ｔ

」
Ｉ
ト
ル
ズ
メ
ロ
デ
ィ
な
ぺ
‘

一
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
に
工
夫
を
凝
I
l
l

a
し
て
ぃ
康
瓦

罹
た
ち
の
日
頃
の
ク
ラ
ブ
活
ヽ

‘
の
成
果
と
、
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
、

歯
、
運
営
の
た
く
ま
し
い
力
。
、

す
ば
ら
し
い
演
奏
を
聴
き
に
こ
一

巻
お
越
し
く
だ
さ
い
。

一

》
と
き
…
8
月
2
8
日
間
、
午
後
ヽ

1
時
か
ら
一
一

゛
と
こ
ろ
：
’
府
立
星
参
園
内
一
一

　
（
塔
の
島
）
一
一

　
　
　
　
　
Ｅ
．
l

i

オープンエア・コンサー
ト

8月28日で塔の島で
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大久保自動車教習所8月27日

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
ぐ
し
、

や
す
ら
雪
と
う
る
お
い
の
あ
る
住

み
よ
い
地
域
社
会
吉
づ
く
た
め
、

親
と
子
の
対
話
を
通
じ
て
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
を
学
ぷ
つ
ど
い
を
開

き
ま
す
。

ご
家
族
灸
ろ
っ
て
。
お
越
Ｌ
ｗ

だ
さ
い
。

★
と
き
・
：
8
月
2
7
0
1
出
、
午
後
5

時
か
ら
8
時
（
雨
天
中
止
）

★
と
こ
ろ
・
・
大
久
保
自
動
車
教
習

所
（
近
鉄
大
久
保
駅
西
へ
三
百

メ
ー
ト
ル
）

★
内
容
・
・
・
自
転
車
の
安
全
な
乗
り

方
教
室
・
運
転
者
適
性
資
格
テ

ス
ト
・
消
防
署
員
に
よ
る
救
急

処
置
の
仕
方
・
白
バ
イ
の
お
兄

さ
ん
や
婦
交
の
お
姉
さ
ん
と
の

楽
し
い
お
話
の
広
場
な
べ
ま

た
、
い
ろ
い
ろ
ｍ
ｍ
な
と
が

出
て
、
抽
選
会
も
催
さ
れ
乖
ｙ
。

★
主
催
・
・
字
台
市
少
年
補
導
協
議

会

（
交
通
労
政
課
）

皿
ｌ
―
自
－
－
－
1
1
1
亀
自
1
1
1
1
自
自
自
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
9
1
1
1
1
自
自
－
―
―
－
－
－
―
―
－
1
1
ぐ
自
゛

″一心
1
1
1
‐
―
―
―
―
自
自
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
自
－
－
1
1
1
1
自
1
－
1
1
1
1
1
－
Ｉ
－
1
1
1
1
1
－
ｆ
！
―
－
1
1
1
－
1
1
1
－
―
―
－
1
1
－
自
Ｉ

現
代
は
、
そ
ぐ
も
の
危
機
時

代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
は
、
子
μ
も
の
成
長
・

発
達
に
大
き
な
影
響
宮
俸
子

友
だ
ち
や
仲
間
の
関
係
に
つ
い

て
、
そ
の
実
情
に
触
れ
な
が
ら
、

子
公
征
会
の
対
人
関
係
を
探

っ
て
み
た
い
と
思
い
未
丁
。

対
人
関
係
の

暗
さ
が
浮
き
彫
り

「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
へ
寄
せ

ら
れ
る
小
学
生
の
相
談
で
、
典

型
的
な
事
例
と
し
て
、
「
私
、

友
だ
ち
か
ら
無
視
さ
れ
て
る
。

友
だ
ち
グ
ル
ー
プ
は
、
私
が
入

る
と
す
ぐ
解
散
す
る
の
。
奉
ん

た
ア
ホ
か
／
言
う
て
。
ａ
ｊ
ｎ
．
し

た
ら
い
い
ん
で
す
か
…
そ
う
、

何
が
原
因
か
し

ら
…
「
あ
の
Ｉ
．

Ａ
子
ち
ゃ
ん
が

ね
、
私
と
仲
良

－ ミ ミ ミ・ Ｗ － － － － ・

ぶ
は
ぶ
丿
言
う
て
も
ゴ

ン
ツ
／
て
、
そ
っ
ぽ
向
か
は

る
し
、
バ
イ
キ
ダ
や
言
う

て
癌
は
る
の
（
涙
声
）
」
・
：

先
生
や
お
ほ
さ
ん
に
は
、
ご
相

談
し
た
の
・
・
・
「
先
生
に
膏
巡

ｉ
Ｓ
．
荼
計
の
け
も
の
に
さ
れ
る
し

Ｚ
・
お
母
さ
ん
は
ね
つ
、
そ
ん
な

友
だ
ち
の
こ
と
よ
り
、
勉
強
の

お
知
ら

せ
校
名
募
集

昭
和
五
十
九
年
四
月
に
、
広
野

町
尖
山
に
開
校
す
る
予
定
の
中
学

校
（
仮
称
、
南
奎
幇
二
中
学
校
）

の
校
名
喜
奮
Ｉ
ま
す
。
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

▼
5
募
資
格
・
・
・
宇
治
市
民
▼
応

募
方
法
・
：
官
製
は
が
き
に
校
名
と

そ
の
理
由
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

＊
Ｊ
Ｓ
記
▼
応
募
期
限
…
9
月
3
日

ま
で
▼
送
り
先
・
・
・
宇
治
市
宇
治
琵

琶
4
5
、
字
治
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
▼
入
選
発
表
・
・
・
採
用
者
に

は
、
お
知
ら
せ
し
ぎ
チ
。

（
学
校
教
育
課
）

今
月
は

市
・
府
民
税
の
納
期
月

八
月
は
、
市
・
府
民
税
第
二
期

分
の
納
期
月
で
す
。
お
忘
れ
な
ぐ
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
お
納
め
ぐ

だ
さ
い
。

（
納
税
課
）

子
ど
も
た
ち
に

仲
間
づ
く
り
の
喜
び
を

し
の
Ｂ
子
ち
ゃ
ん
と
け
ん
か
し

た
の
。
そ
れ
か
ら
、
Ａ
子
ち
ゃ

ん
か
ら
Ｒ
子
と
準
ん
だ
ら
無
視

や
で
っ
／
て
お
ど
さ
れ
た
」
・
・
・

無
視
ネ
エ
・
：
「
Ａ
子
ち
ゃ
ん
、

紙
に
Ｂ
子
ち
ゃ
ん
の
聊
か
い
て

屁
ネ
ノ
て
書
か
は
っ
た
り

・
・
・
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
Ｂ
子

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
な
っ
て
、
今

度
は
私
が
仲
間
は
ず
れ
。
私
か

方
が
大
事
で
し
ょ
う
っ
て
。
私
、

も
う
1
‐
‐
恭
か
ん
わ
」

中
学
生
の
事
例
で
は
、
「
み

ん
な
勉
強
の
こ
と
で
力
″
力
″

し
て
い
て
、
そ
れ
で
ぼ
ぐ
が
い

じ
め
ら
元
る
」
と
か
、
「
ク
ラ

ス
か
ら
仲
間
は
ず
れ
。
勉
強
が

手
に
つ
か
へ
ん
。
昼
の
弁
当
を

一
人
ぽ
っ
ち
で
食
べ
る
時
が
・
・
。

（
泣
く
）
。
明
日
、
休
も
ラ
か

な
。
で
も
、
お
ば
は
ん
（
母
）

う
っ
と
う
し
い
し
、
絶
望
や
／

お
ば
ち
ゃ
ん
」

こ
の
よ
ｙ
つ
に
、
相
談
事
例
で

は
、
孤
独
感
、
亀
裂
感
。
断
絶

感
な
ど
を
訴
え
て
お
り
、
早
ど

も
社
会
で
の
対
人
関
係
の
暗
い

面
か
浮
き
彫
り
に
し
て
い
1
了
。

そ
し
て
、
随
所
に
、
″
う
っ
と

ラ
し
い
″
、
″
ほ

っ
と
い
て
／
も

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

登
録
期
間
は
8
月
3
1
日
ま
で

市
で
は
、
省
資
源
を
進
め
る

た
め
、
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
て
い
ま
ふ
、
ふ
覇

の
登
録
期
間
は
八
月
三
十
一
日

ま
で
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
と
登
録
は
、

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
（
宇
治

市
商
工
観
光
課
豊
⑩
3
1
4
1
）

へ
電
話
、
ま
た
は
来
庁
で
。

調
理
師
試
験

昭
和
五
十
八
年
度
第
二
回
調
理

師
試
験
が
行
わ
れ
未
了
。

▼
欠
Ｔ
1
0
月
2
日
面
、
午
後

Ｌ
時
半
Ｌ
3
時
半
▼
試
験
場
！
京

都
会
場
＝
関
西
文
理
学
院
（
鞍
馬

口
校
）
▼
願
書
受
付
…
9
月
5
日

間
～
9
月
9
日
面
、
府
庁
環
境
衛

生
課
ま
た
は
各
保
健
所
で
受
ぽ
付

ラ
あ
か
ん
わ
／

と
非
社
会
的
な

こ
と
ば
と
無
気

力
さ
が
見
ら
元
ま
ず
。

交
友
関
係
で
も
、
相
手
の
立

場
に
立
つ
社
会
性
が
弱
く
、
相

1
1
…
…
…
…
…
。
…
…
。
…
…
Ｊ

ｌｊＳ

－ ・ 争 ・ － － Ｓ － ■ ■

手
の
こ
と
を
思
い
や
る
温
か
さ

よ
り
、
し
て
ぐ
れ
な
い
不
満
の

受
身
姿
勢
が
目
立
つ
の
は
、
昨

今
の
核
家
族
化
、
管
理
化
社
会

の
反
映
で
し
よ
ラ
か
。

子
μ
も
た
ち
は
、
仲
間
を
つ

く
征
遊
び
の
体
験
を
通
じ
て
人

格
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
で

す
。
そ
公
逆
ち
を
家
や
塾
に

し
ば
り
つ
け
ず
、
自
由
に
外
へ

放
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
な

の
で
は
な
い
で
し
よ
シ
か
。

今
、
大
人
の
耳
に
、
冠
た

ち
に
豊
か
な
仲
問
つ
く
り
奔

塹
よ
り
遊
び
の
体
験
タ
、

そ
し
て
、
。
教
よ
り
も
「
育
」

多
χ
だ
さ
ｙ
と
い
・
ｎ
ｌ
＋
Ａ
Ｗ

た
ち
の
悲
痛
な
叫
び
が
聞
こ
え

て
＼
／
る
よ
ｙ
つ
で
す
。Ｉ

Ｉ
Ｉ
－
－
1
1
－
Ｉ
Ｉ

宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話

（
⑩
0
8
0
0
）
。
青
少
年
の
悩

み
、
相
談
か
受
け
栗
Ｔ
。

（
青
少
年
対
策
室
）

（
登
録
中
の
品
物
）

〈
譲
り
ま
す
〉
ロ
ッ
キ
ン
グ

チ
ェ
ア
ー
、
べ
″
ド
（
ダ
ブ
ル
ー

セ
ミ
ダ
ブ
ル
・
二
段
）
、
門
扉
、

流
に
苔
、
ス
テ
レ
オ
セ
″
ト
、

ヘ
ア
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
白
黒
テ

レ
ビ
、
冷
風
機
、
ジ
ュ
ー
サ
ー
、

ス
チ
ー
ム
ヒ
ー
タ
ー
、
冷
蔵
庫
．

エ
レ
ピ
ア
ン
、
オ
ル
ガ
ン
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
（
反
射
・
コ
ン
ロ
）
、

け
ま
す
。
願
書
は
、
8
月
習
昴

か
ら
驀
齢
け
場
所
で
渡
し
濠
す

▼
手
数
料
・
・
・
三
千
四
百
円
▼
受
験

資
格
1
2
年
以
上
調
理
業
務
に
従

事
し
た
人
▼
問
い
ふ
お
せ
・
・
・
宇
治

保
健
所
（
Ｓ
⑩
2
1
9
1
）
へ
。

（
宇
治
保
健
所
）

第
7
回
宇
治
市

福
祉
バ
ザ
ー

地
域
福
祉
の
発
展
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
振
興
聚
の
ざ
し
て
、

福
祉
バ
ザ
ー
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
8
月
2
8
日
面
、
午
後

1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
立

木
幡
中
学
校
。（

社
会
福
祉
協
議
会
）

地
域
整
備
計
画

策
定
協
議
会

広
野
町
の
地
域
整
備
計
画
を
策

定
す
る
た
め
、
第
三
回
協
議
会
を

開
き
示
ｙ
。
住
民
の
み
な
さ
ん
は
、

傍
聴
で
雁
垂
ｙ
。

▼
と
き
・
・
・
8
月
2
6
日
金
、
午
後

7
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
広
野
集

会
所
。

（
企
画
課
）

高
血
圧
教
室

血
圧
の
高
い
傾
向
に
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
亭
：
9
月
2
日
、
6
日
、

1
3
日
の
3
回
連
続
で
、
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
か
ら
ｔ
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保
健
所
会
議
室

自
転
車
（
2
2
－
2
4
イ
ン
チ
子
ど

も
用
・
婦
人
用
サ
イ
ク
リ
ン
グ
）
、

ベ
ビ
ー
用
－
Ｅ
（
オ
ル
ゴ
ー
ル
メ

リ
ー
、
ラ
ッ
ク
、
湯
た
ん
ぽ
、

キ
ャ
リ
ア
ー
、
歩
行
器
、
た
ん

す
、
ベ
ッ
ド
、
ス
ケ
ー
ル
）
、
ナ

イ
ロ
ン
プ
ー
ル
（
大
）
、
ル
ー
ム

ラ
ン
ナ
ー
、
ミ
シ
ン
（
足
踏
み
・

ポ
ー
タ
ブ
ル
・
工
業
用
）
、
デ
ジ

タ
ル
血
圧
計
、
す
だ
れ
、
玉
す

だ
れ
、
女
児
用
学
習
机
。

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉
折
り

た
た
み
い
す
、
押
入
た
ん
す
、

電
話
台
、
ガ
レ
ー
ジ
門
扉
、
鏡

台
、
食
堂
テ
ー
ブ
ル
、
ソ
フ
ァ

ー
、
冷
蔵
唄
無
線
機
、
掃
除

機
。
（
商
工
観
光
課
）

▼
内
容
・
：
血
圧
、
ス
ト
レ
ス
、
日

常
筈
司
栄
養
、
運
動
の
話
▼
申

し
込
み
・
・
・
宇
治
保
健
所
（
豊
⑩
2

1
9
1
）
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
保
健
所
）

和
裁
（
単
衣
物
・
帯
）
の

仕
立
教
室

あ
な
た
の
手
で
仕
立
て
た
着
物

や
帯
で
。
し
と
や
か
に
装
っ
て
み

て
は
い
か
が
ぶ
ふ
。

▼
と
き
…
9
月
7
鳳
Ｔ
9
月

2
8
日
困
ま
で
の
間
に
4
回
、
毎
週

水
曜
う
午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で

▼
と
こ
ろ
・
・
・
京
都
府
立
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
・
・
婦
人
単

衣
物
ま
た
は
帯
の
仕
立
て
▼
定
員

・
・
・
2
0
人
▼
受
講
料
…
無
料
▼
講
師

・
・
・
永
野
栄
子
さ
ん
ほ
か
宇
治
婦
人

会
和
裁
教
室
の
グ
ル
ー
プ
▼
準
備

す
る
も
の
…
単
衣
反
物
ま
た
は
帯

地
、
和
裁
道
具
一
式
、
筆
記
用
具
、

▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
（
き
⑩
2
3
1
5
）
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

訂
正

▼
市
政
だ
よ
り
八
月
十
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
市
民
総
体
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
少
年
少
女
の
部
の
会
場
に
一
部
誤
肛
が
あ
り
ま
し
た
。
少
年
の
部
は
棋
島
中
学
校
、
少
女
の
部
は
西
小
倉
中
学
校
に
訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

軟
式
野
球

▼
と
き
・
・
・
9
月
4
日
～
Ｈ
月
6
日
の
各
日
曜
日
▼
命
一
場
・
：
黄
梨
公
園
球
場
ほ
か
▼
Ａ
・
Ｂ
・
ｃ
・
Ｄ
級
▼
試
合
方
法
・
・
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
▼
チ
ー
ム
編
成
・
：
代
表
者
・
監
督
各
Ｌ
人
、
選
手
2
0
人
以
内
▼
参
加
料
・
・
・
Ｉ
チ
ー
ム
五
千
円
▼
抽
選
・
：
8
月
3
1
日
陶
午
後
6
時
、
市
民
会
館
3
階
で
▼
申
し
込
み
…
8
月
3
0
日
ま
で
ヤ
マ
シ
カ
ス
ポ
ー
ツ
店
（
豊
⑩
7
2
5
7
）
へ
。

卓
球

▼
と
章
：
9
月
1
8
日
面
（
一
般
団
体
）
、
9
月
2
5
日
面
（
中
学
生
個
人
・
団
体
）
、
1
0
月
2
日
面
（
一
般
個
人
）
▼
会
場
・
：
西
小
倉
中
学
校
ほ
か
ｙ
ラ
ン
ク
・
：
団
体
上
般
男
・
女
、
少
年
、
少
女
。
個
人
―
男
一
部
（
3
9
歳
以
下
）
男
二
部
（
4
0
歳
以
占
、
男
子
小
学
生
・
中
学
生
、
女
一
部
（
3
4
歳
以
下
）
、
女
二
部
（
3
5
歳
以
占
女
子
ふ
学
生
・
中
学
生
▼
矛
・
‐
ム
編
成
・
：
4
～
―
人
（
同
ラ
ン
ク
の
大
）
▼
参
加
制
限
・
・
・
中
学
一
校
に
つ
き
団
体
戦
2
チ
ー
ム
個
人
戦
8
大
以
下
、
▼
参
加
料
・
Ｌ
人
二
百
円
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）
▼
串
し
込
み
・
：
体
育
協
会
事
務
局
（
酋
⑩
1
9
0
5
）
▼
し
め
切
り
・
・
・
8
以
科
缶
必
着
▼
団
体
戦
の
組
交
Ｂ
せ
は
、
9
月
4
日
間
、
開
全
一
式
終
了
後
宇
治
中
体
育
館
で
（
欠
席
チ
ー
ム
は
不
参
加
扱
い
）
▼
問
監
Ｂ
せ
・
・
・
日
産
車
体
・
千
賀
楷
司
さ
ん
（
ａ
⑩
2
3
2
3
）
へ
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▼
9
月
4
日
㈲
（
家
庭
婦
人
の
部
ト
太
陽
が
丘
）
、
9
月
1
8
日
面
（
社
会
人
の
部
Ｉ
黄
槃
公
園
コ
ー
ト
）
▼
ラ
ン
ク
・
・
・
社
会
人
男
・
女
、
家
庭
婦
人
▼
試
合
方
法
…
―
大
制
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
▼
チ
ー
ム
編
成
・
：
代
表
者
・
監
督
各
Ｌ
入
、
選
手
1
5
人
以
内
▼
参
加
料
・
：
Ｉ
チ
ー
ム
千
五
百
円
▼

申
し
込
み
・
：
8
月
2
6
日
廊
ま
で
に
市
役
所
・
辻
久
さ
ん
（
容
⑩
3
1
4
1
内
線
3
4
4
）
へ
▼
抽
選
・
：
8
月
3
0
日
脚
午
後
7
時
半
、
市
民
合
一
館
3
階
で
。

弓
道

〈
近
的
競
技
〉
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
9
日
㈲
9
時
・
：
会
場
…
関
西
地
区
補
給
処
弓
道
場
（
黄
柴
）
▼
種
目
・
・
・
女
子
5
0
ｍ
、
男
子
初
級
（
―
段
以
下
）
6
0
ｍ
、
男
子
よ
級
（
3
段
以
下
）
6
0
ｍ
、
個
人
・
団
体
戦
併
用
▼
参
加
料
・
：
学
生
二
百
円
、
社
会
人
四
百
円
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
段
位
、
電
話
番
号
、
立

市民総合体育大会
の

ごあんない

順
位
を
明
記
し
、
9
月
1
0
日
出
ま
で
に
、
小
倉
町
蓮
池
1
0
9
－
1
5
河
野
弥
一
さ
ん
（
豊
⑩
3
0
2
7
）
へ
。

サ
ッ
カ
ー

〈
社
会
人
〉
▼
と
き
・
：
9
月
4
日
間
、
1
8
日
㈲
、
2
5
日
㈲
▼
会
場
・
夫
陽
が
丘
、
雲
嵩
校
▼
チ
ー
ム
編
成
…
代
表
者
・
監
督
各
人
、
選
手
2
0
人
以
内
▼
参
加
料
：
Ｉ
チ
ー
ム
二
千
円
▼
申
し
込
み
・
：
8
月
2
6
日
留
ま
で
に
、
五
ヶ
庄
三
番
割
、
体
育
協
心
一
事
務
局
（
容
⑩
1
9
0
5
）
へ
▼
抽
選
会
・
：
8
月
2
6
日
午
後
7
時
半
、
市
民
会
館
▼
問
い
〈
お
せ
・
・
・
小

山
豊
嗣
さ
ん
（
豊
図
6
4
1
1
）
へ
。
水
泳
▼
と
き
・
・
・
9
月
4
日
面
▼
会
場
・
・
・
黄
聚
市
民
プ
ー
ル
▼
種
目
・
・
・
2
5
ｍ
・
5
0
ｍ
・
川
ｍ
の
自
由
型
、
背
泳
、
平
泳
、
そ
の
他
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
（
小
学
校
2
年
生
以
上
、
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
の
部
）
▼
参
加
料
・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
8
月
2
8
日
㈲
ま
で
に
体
育
協
会
事
務
局
吏
陛
、
宇
治
橋
通
り
の
上
林
書
店
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
上
林
書
店
：
ｍ
3
7
7
7
）
へ
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▼
期
日
・
種
目
・
会
場
・
：
9
月
2
5
Ｅ
（
男
単
一
日
産
車
体
）
、
9
月
2
5
ら
（
女
単
・
複
－
平
盛
小
学
校
）
、
1
0
月
9
日
（
少
年
少
女
複
－
伊
勢
田
小
学
校
）
、
1
0
月
1
6
日
（
男
複
ｔ
伊
勢
田
小
学
校
、
南
小
倉
小
学
校
）
、
1
0
月
3
0
日
（
男
女
団
体
戦
－
伏
見
港
体
育
館
）
、
Ｈ
月
6
日
（
家
庭
婦
人
複
Ｉ
北
小
倉
小
学
校
）
▼
参
加
料
・
・
・
男
団
体
戦
＝
Ｉ
チ
ー
ム
五
千
円
、
女
団
認
チ
ー
ム
三
千
円
、
個
人
戦
男
女
単
＝
五
百
円
、
個
人
戦
男
女
複
ａ
千
円
、
（
高
校
生
は
半
額
、
少
年
少
女
は
無
料
）
▼
説
明
会
・
・
・
8
月
2
8
日
間
午
後
7
時
か
ら
市
民
会
館
で
▼
申
し
込
み
・
・
・
伏
見
区
桃
山
町
養
斉
2
4
－
2
2
久
保
正
人
さ
ん
（
ａ
0
7
5
ふ
1
1
2
6
3
8
）
へ
▼
に
｝
の
き
？
・
8
月
2
6
日
1
0

歩
こ
う
会

▼
と
き
・
・
・
9
月
4
日
㈲
午
前

―
時
半
、
太
陽
が
丘
誓
公
技

場
へ
集
合
▼
コ
ー
ス
ー
・
太
陽
が

丘
↓
天
ヶ
瀬
ダ
ム
↓
大
吉
山
↓

塔
の
島
（
解
散
）
▼
参
加
料
・
：

無
料
▼
用
意
ず
る
物
・
・
・
昼
食
、

雨
具
▼
申
し
込
み
・
・
当
日
受
付

▼
問
い
4
Ｅ
ｅ
ｔ
ｏ
．
．
．
木
村
長
次
さ

ん
（
豊
⑩
3
6
3
3
）
へ
．

吊
民
体
育
課
）

228

こどもの人間関係

交通安全納涼大会

心
の
8
0
0
番

字
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
か
ら
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